日本建築法制会議 第５４回 総会 議事録

日　時：201１年４月１日（金曜日）10時～1４時
場　所：東京都中央区京橋２丁目６番７号　京橋区民館　４号室洋室

出席者：８名（敬称略・50音順）　
大山  宏、楠川邦輔、竹川忠芳、辻 英一、平松朝彦、眞柄榮毅、山田利行、柳澤孝次、
◎主な情報発信（敬称略）と主な意見交換（⇒）
○提出資料‘眞柄栄毅）

　・Statement by Ambassador Roos －Disasters Relief  Shelter at Watanoha  Elementary School , Ishinomaki, Japan, March 23, 2011
 ・「原発震災」、石橋克彦、「科学」、岩波書店、Vol.67,No.10.（１９９７年１０月号）
○提出資料（竹川忠芳）

　・「専門家責任の問題」、竹川忠芳、日本建築法制会議ホームページ提言・意見欄掲載。
○提出資料〔辻　英一〕

　・「構造設計者の責任：適判という検算をなぜ避ける」、保険屋が見た「建築のプロ責任」、

　　２０１１．１．２１．

　・「日本国債　暴落のシナリオ」、石角完爾、田代秀敏、TOPPOINT,　ＦＥＢ．２０１１，

　・「無責任の連鎖を断ち切りたかった」、馬渕前国交相が残した「建築基本法」制定への布石

　　、NIKKEI ARCHITECTURE,２０１１－１－２５

○提出資料（室田達郎）

　・「３．１１．地震災害を見て思うこと」、室田達郎、２０１１．０３．２２．

　⇒欧米では最悪な事態を想定して行動するといわれている。

　・「中川孝昭『保険屋が見た「建築のプロ責任」』に関する意見、室田達郎、

○提出資料（平松朝彦）

　・「建築基準法改正？議論で忘れられていること／１．スケルトン・インフィル対応の二段チェックを
すべし。２．省エネ建築法３．液状化土地における建築許可、構造規制」、平松朝彦、平成23年4月1日
○提出資料（柳澤孝次）

　・「原子炉格納容器、沸騰水型・加圧水型」、毎日新聞記事の紹介

○提出資料（大山 宏）
・「千年に一度の地震が３０年の間に起こる確率はおよそ１／３０である。これのどこが

無視できるリスクなのか？」、吉村犬太郎、2,011年3月25日
· 「第１回　建築法体系勉強会」、国土交通省、平成23年2月2日
· 「行政法と基本法のお勉強」、神田順、2,011年2月11日、

· 「建築基本法関連法体系の抜本見直しへ」、「“姉歯後”第二幕の切り札」、NIKKEI

·  ARCHITECTURE,2011-2-25

· 「長周期地震動：専用「震度」導入検討　、気象庁、毎日ＪＰ，2,011年2月22日

· 「未曾有の震災が暴いた未曾有の「原発無責任体制」塩谷喜雄、FORESIGHT,２０１１．３．１５．
· 「原子力安全委：防災対策は１０キロ以内　指針不十分」、毎日Ｊ2011.3.20

· 「法律というのは、社会とともにある」、五十嵐敬喜、週間金曜日、2011．２．４．

· 「建築確認手続き等の運用改善（第二弾）及び規制改革等の要請への対応、国土交通省
